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1. 緒 言 

フェムト秒レーザー加工は透明材料内部に微細な構造変化を誘起できるため注目が集まっ

ている．しかし，フェムト秒レーザーによる加工領域は集光点近傍のみであり，効率的な加

工には課題がある．一方で，アキシコンレンズは入射光を光軸方向に長い範囲で集光するこ

とが知られており，フェムト秒レーザーを用いたベッセルビームにより透明材料の加工が報

告されている(1-4)．本発表では，アキシコンレンズを用いたフェムト秒レーザー加工により，

透明材料内部に誘起される構造変化領域の光軸方向への拡張とその制御を試みる． 

 

2. アキシコンレンズを用いた透明材料内部のフェムト秒レーザー加工 

レーザー加工実験光学系を Fig.1に

示す．レーザー光源には増幅チタンサ

ファイアレーザー(中心波長:800 nm 

パルス幅 :100 fs 繰り返し周波数 :1 

kHz)を用いた．光源から射出されたフ

ェムト秒レーザーパルスを頂角が

178○のアキシコンレンズにより集光

後，レンズと開口数が 0.25の対物レンズにより縮小し，透明材料内部に集光した．  

BK7 内部に誘起した構造変化の透過顕微鏡像を Fig.2 に示す．レーザーパルスのエネルギ

ーが大きくなることで誘起される構造変化の長さが長くなり，1.5 mm の長さのマルチフィラ

メントが発生した．低

いエネルギーではシ

ングルフィラメント

の構造変化が誘起で

きた．レーザーパルス

のエネルギーを変化

させることにより，フ

ィラメント状構造変

化の形状，長さを制御

することができる． 
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